
- 1 - 
(c)2017 旺文社 教育情報センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

旺文社 教育情報センター 29 年 7 月 31 日 

 

文科省は今月 13 日、入試改革に関わる一連の資料「高大接続改革の実施方針等の策定につ

いて」（いわゆる「実施方針」）を公表した。これまで議論を重ねてきた入試改革がいよいよ本決ま

りとなり、33 年入試での実装へ向けて動き出したことになる。 

高校・大学現場ではまず、これらを正確に読み込むことが何よりも必要だ。そこで本記事では、

実施方針の内容を箇条書きにしてまとめた。全 3 回に分け、各記事はそれぞれ以下の資料を扱っ

ている。 

 

【Part.1 共通テスト】     「大学入学共通テスト実施方針」 

「大学入学共通テスト実施方針策定に当たっての考え方」 

【Part.2 各大学個別入試】 「平成 33 年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告」 

【Part.3 基礎診断】       「『高校生のための学びの基礎診断』実施方針」 

 

本記事では Part.3 として、基礎診断について見ていく。 

 

 全体                                     

・目的＝「高校生に求められる基礎学力の確実な習得」と「学習意欲の喚起」。 

・基礎学力の定着に向けた PDCA サイクルの構築に役立てる（設置者は人事、予算、研修

等にも活用）。 

・入試、就職での利用は当面見送り。 

・テストは民間が申請、国が認定。複数のテストの中から高校または設置者が選んで利用

（必須ではない）。 

・「29 年度＝認定基準策定」「30 年度＝認定」。 

※別途、文科省 WG の資料では「31 年度＝実施」。民間側のテストの準備と、高校側の都合が

つけば、一部 30 年度からの実施も想定している模様。 

・具体的な内容等は、これまでの検討を基本に今後策定。以下はその例示。 

▶ 出題科目は国語（国総）、数学（数Ⅰ）、英語（コミュ英Ⅰ）。 

入試改革「実施方針」 
を正確に読む！ 

【Part.3 基礎診断】 ポイントを箇条書き！ 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_1.pdf
http://eic.obunsha.co.jp/pdf/exam_info/2017/0731_2.pdf
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▶ 義務教育段階の内容を一部含める。 

▶ 「知識・技能」の問題が中心。「思考力・判断力・表現力」もバランス良く。 

▶ 難易度の異なる複数レベルの問題を用意。 

▶ 記述式を導入。英語は４技能を前提に検討。 

▶ 成績は段階別。 

▶ 当面 CBT は必須とせず。検討・研究を継続。 

▶ 回数、時期、学年は学校が選択。学校実施を基本。 

▶ 検定料はできるだけ安く。 

 

 テストの認定                                 

・民間は、基準に適合していることを示す書類を提出して申請。 

・国は、申請内容を審査して認定（問題 1 つひとつの審査等は行わない）。 

・文科省は、認定されたテストを一覧にして公表。 

・民間は毎年度、事業報告を提出（実施校数、全体傾向など）。認定取り消しも。 

・認定のポイントは以下。 

▶ 実施上の負荷や複数回実施など、学校での利用のしやすさ 

▶ 学習指導要領への対応 

▶ 学習成果や課題について確認できる結果表示 

▶ 利便性と検定料のバランス（サービスが高ければ、それだけ検定料が高くなる） 

 

■■ 解説 ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

5 月 16 日公表の「実施方針（案）」で、「高等学校基礎学力テスト」から「高校生のため

の学びの基礎診断」に名称変更。このとき、テストの根幹も大きく方向転換し、「基礎学力

テスト＝センター実施＝テストは 1 つ」⇒「基礎診断＝民間利用＝いろいろな民間のいろ

いろなテストが存在」となった。イメージとしては、すでに高校現場で利用されている基礎

力系の民間テストにかなり近いだろう。 

基礎診断の「実施方針」はわずか 4 ページで、ほとんどが民間利用についての記述。高校

にとって必要な情報となる、実施方法やテストの内容等については、これまでの検討を踏ま

えて策定という表現に留まる。いったい何が確定事項なのか、不明点が多く残る。 

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

 

 

 

http://passnavi.obunsha.co.jp/ct.html?ad=eic&page=pdf&number=1&uri=http://eic.obunsha.co.jp/



